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令和５年度 事 業 計 画 
 

 

 

Ⅰ．方  針 

 

 本研究会は、農山村地域住民の公衆衛生および福祉の向上に寄与することを目

的として昭和 39 年に設立以来、長野、秋田、福島、富山、北海道、広島の１道

５県に研究施設を設置し、農業労働に起因する健康障害、特に農薬中毒、農業機

械化にともなう健康障害ならびにがん、脳卒中、心臓病といった生活習慣病等農

村医学に関する調査研究を行ってきた。 

 本年度も、引き続き農薬中毒をはじめ、環境汚染、生活習慣病対策などの諸課

題について研究調査を行うほか、自治体等関係機関からの研究を積極的に受託す

るとともに、調査研究に必要な体制の整備を図ることとする。 

 

 

 

Ⅱ．調査研究項目 

 

〔日本農村医学研究所〕 

 

１．農薬中毒被害防止に向けた調査研究 

  （１）農薬中毒臨床例調査 

農薬中毒の現状を把握する目的で、厚生労働省のレセプト情報・

特定健診等情報データベース（NDB）から国内における農薬中毒臨床

例の解析を行う。データの有用性が確認できた場合さらなる調査を

計画する。 

（２）農薬の人体および生態系への影響に関する文献検索および調査・研究 

国内外の文献を渉猟し、ネオニコチノイド系農薬、除草剤グリホ

サートを中心に、人体および生態系への影響についての文献を検

索・レビューする。レビューを基に当部会の研究・調査計画を立案

する。 

（３）農薬の使用制限に関する調査および生態系への影響に関する意見交換 

農薬（特にネオニコチノイド）の使用制限を開始している農家やＪ
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Ａなどの視察を通じて、使用制限の影響を調査する。また、農薬の生

態系への影響について、研究者との意見交換を通じて農薬中毒部会と

しての調査・研究の方向を決定する。 

（４）農薬曝露による健康被害防止に向けた啓発資料の検討 

農機具災害部会と連携して、農家や農業団体等で活用できる資料

（農作業安全教本等）の開発に向けて、部会内で意見交換を行う。 

 

２．農業に起因する災害の防止に関する調査研究 

  （１）地域における農業に起因する災害事案の調査 

県内外諸機関と連携し災害事案に関する調査を行う。 

（２）農業に起因する災害の防止に向けた研究 

      全国農作業安全確認運動に併せて開催する農作業安全推進会議の

参加や意見交換、災害事案調査結果から、具体的な対策実施に向けた

検討を行う。 

 

３．実践的有機農業や環境保全型農業に関する事業の取り組み 

  （１）事業推進への協力 

     有機農法や減農薬農法など環境にやさしい農業に興味を持つ方を

対象とした調査・研修等の企画・運営に協力する。 

（２）広報活動の検討および実践 

活動結果等、地域住民への効果的な広報手段を検討し広報誌等を作

成、普及に努める。 

 

〔北海道農村医学研究所〕 

 

１．臨床検査業務全般における業務の効率化･省力化と更なる検査技術の向上に 

向けた取り組みとその効果について 

近年、コロナ禍により学会等研究発表の機会があまり得られないことから、

当科ではこれを機に検査室の内部的な業務改善に目を向けることとし、取り

組みの大きな目標として ISO15189 の認定取得を掲げている。令和５年度内

に受審、認定取得を予定しており、既に今年度より ISOの要求事項を満たす

べく作業を順次進めているところである。ISOの要求事項は検査業務全般多

岐にわたり対応する業務手順書や精度管理規定などについて、既存物をベー

スに大幅に見直し再作成を行っている。また、検査報告までの時間(TAT)の
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改善について、検査機器(器機リース)の採用メーカー見直しを含めて検討事

項として取り組んでいる。これら取り組みについて、事後に各々の事項につ

いてどのような効果改善が得られたか具に検証し報告を行いたい。 

 

〔秋田県農村医学研究所〕 

 

１．農業・農村の特性に着目した介護予防コホート研究 

平成 30 年度、JA 健診を受診した要介護未認定の 65-80 歳の 1203名を対

象に、農業従事などの生活習慣、ソーシャルキャピタル、健康状態と死亡

および要介護認定、介護・医療サービスの状況を５年間追跡調査する。令

和４年10月１日を基準としたデータを最終として、データ収集を終了した。

今年度は、介護認定数・死亡者数等のデータをまとめる予定。 

以下の研究項目については次年度も引き続き調査研究を計画している。 

 

２．多目的コホートによるがん・循環器疾患の疫学的研究 

 

〔福島県農村医学研究所〕 

 

１．胃がん集団検診に関する調査・研究 

（内容） 

胃がん発見率向上のため、行政と連携した胃集団検診を実施し、胃がん

発見率と受診率の変化、発見胃がんに関する調査を行う。調査結果は、福

島県厚生連が発行する「健康管理活動結果報告書」に掲載し県内ＪＡはじ

め各機関に送付する。また、胃がん集団検診結果については日本消化器集

団検診学会に報告する。 

（調査の方法） 

調査は、実施した胃がん集団検診のデータを収集・分析しながら行う。 

（調査結果の分析） 

調査結果の分析については、放射線技師が中心となって行う。 

（調査結果の公表） 

調査結果については、調査報告書をホームページに掲載することにより

一般に公開するとともに、福島県厚生連を通じて、県内ＪＡはじめ各機関

に送付する。 
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〔富山県農村医学研究所〕 

 

１．農業災害事故調査 

（目的） 

昭和 45年から実施している、農業機械災害事故および農業機械以外の農

作業災害事故調査について継続して実施し、富山県における農作業事故の

特徴や課題を明らかにする。 

（方法） 

例年通り、県内の関係する医療機関約 800か所に農作業事故による臨床例

を照会し、事故情報を収集する。また、全共連本部より情報提供をお願いす

る。 

（調査結果の分析） 

 結果に基づき、現在の富山県における農作業の特徴を明らかにし、事故

防止対策の課題を明らかにする。それらの結果を様々な農作業安全研修の

場で報告し、安全対策の周知を図る。 

 

２．高齢者の骨密度の上昇と運動に関する調査研究 

（目的） 

骨密度の上昇に有効と考えられる運動習慣の有無と骨密度の関係につい

て検討する。 

（方法） 

各地での高齢者の骨密度検診において、運動習慣等についてアンケート

調査を実施し、高齢者の骨密度上昇・維持の要因について検討する。 

（結果の分析） 

高齢者の運動習慣の有無と骨密度の上昇の有無の関係について検討し、

各種研究発表会について報告する。 

 

３．農業機械の騒音に関する調査研究 

（目的） 

昨年度に引き続き、農業機械の騒音について、作業時の騒音測定を行い、

農作業者の騒音性難聴の発生を防ぐことを目的とする。 

（調査方法） 

各種農業機械の作業時の騒音について、特に騒音性難聴を惹起するとさ
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れる 4000Hz の騒音について 1/3 オクターブ分析ができる騒音計を用いて、

測定する。 

（調査結果の分析） 

過年度も各種農業機械の騒音を測定してきたが、まだまだ例数が少ない。

今年度に例数を増やし、各種農作業における騒音防護のあり方、農機具別

の騒音暴露時間の制限時間の基準値の検討やガイドライン作成を行い、騒

音性難聴の防護に資する。 

 

４．高齢者の「認知－判断－操作」の機能評価 

（目的） 

完成した「もぐら叩きゲーム」を使用して、トラクター運転等のヒヤリハ

ットを調査し、関連性について検討する。 

（方法） 

各農業の現場で調査する。 

（調査結果の分析） 

モグラ叩き結果とランクづけされた得点とトラクター運転の良否との関

係を明らかにし、モグラ叩きの有効性について検証する。 

 

５．全共連の農業災害事故データのまとめ 

各種農業機械の事故について整理し、事故様態などをまとめる。 

 

〔広島県農村医学研究所〕 

 

１．糖尿病神経障害に対する電流知覚閾値検査の臨床的有用性の検討 

  （事業方針） 

我が国の糖尿病およびその予備群と考えられる者は、直近の厚生労働省の

調査で計約 2000 万人と推定されている。その背景には食生活の欧米化とと

もに、身体活動度の低下が大きく関与していると考えられている。農業従事

者においても機械化あるいは本業の仕事の合間に農作業を短期間行うとい

った身体活動度の低下が常態化しており、糖尿病罹患率も非農業従事者と大

差はないと推測する。 

廣島総合病院が位置する広島県西部地区は隣接する広島市のベッドタウ

ンでもあることから、上述のような生活習慣を有する人々が大多数であり、

当院は県下最多の糖尿病外来通院患者を抱えている。糖尿病治療の目的は、
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合併症を予防して糖尿病を持たない人々と変わらぬ寿命と QOL を維持する

ことである。神経障害は最も早期に出現する糖尿病特異的な合併症とされて

おり、その早期発見は他の合併症発症・進展を未然に防ぐ意味でも非常に重

要であるが、その診断・評価が他の合併症に比し煩雑なため、日常臨床で十

分実践されているとは言い難い。 

以上のような臨床的課題を解決すべく、当院では知覚過敏検出や神経線維

選択的評価が可能で簡便かつ非侵襲で客観性・再現性の比較的高い電流知覚

閾値検査（CPT）を用いて、日常診療の中で糖尿病神経障害の評価を行って

いる。本事業では、糖尿病神経障害の実態や治療戦略に迫っていく。 

（対象者） 

  廣島総合病院糖尿病代謝内科（糖尿病センター）に定期通院中で、年１回

（誕生月を過ぎた時期を目安として）定期的に CPTを実施している全ての外

来患者 

（調査方法） 

CPT は原則左第一趾背側を定点測定部位とし、Neurometer® （Neurotron

社製） を用 いて、2000Hz・250Hz・5Hz の 3 種類の周波数による刺激を用

い、それぞれを知覚できる最小電流量（μA＝CPT）を測定する。また同時に

左外踝の C128 および C64 による振動覚検査、左第一趾背側でのモノフィラ

メントによる触覚検査、および両側のアキレス腱反射を合わせて測定し、合

わせて被験者に記入いただいた当院作成の神経障害に関する症状問診票で

症状も調査する。なお、健常対照者に対して被験者と同一部位で CPTを実施

し、正常域を設定する。 

対象者の臨床背景に関しては、性・年齢・糖尿病罹病期間、身長、体重、

年間平均 HbA1c 値、網膜症および腎症の病期、脳血管疾患や整形外科的疾患

を含めた他疾患の併存および既往、糖尿病治療薬の内容を合わせて調査する。 

 （解析していく内容（複数年にわたって、順次報告する予定）） 

① CPTと他の神経障害評価指標（症状を含めた）との相関 

② 網膜症・腎症病期別にみたCPTの比較 

③ CPTと糖尿病罹病期間との関連 

④ HbA1cレベルがCPTに与える影響 

⑤ 糖尿病治療薬ごとのCPTの経年推移（pleotropic effectを期待できる薬剤

の探究）  

⑥ 神経障害治療薬投与がCPTに与える影響 

など 
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Ⅲ．研究成果の公表 

 

１．各研究所が取り組んだ研究成果については、｢研究報告会｣を開催し発表す

る。 

 

２．その他、日本農村医学会学術総会や日本農村医学会地方会をはじめ、地域

住民やＪＡ組合員を対象とした啓発活動の集会等において啓発行動を行

うとともに、自治体・関係機関に対する提言を行う。 


